
民間事業者等の皆さまへ

◎県庁窓口
〒680-8570
鳥取市東町一丁目220
行財政改革推進課
電話：0857-26-7071

○東部地域振興事務所窓口
〒680-0061
鳥取市立川町六丁目176
東部振興課
電話：0857-20-3528

○中部総合事務所窓口
〒682-0802
倉吉市東巌城町2
県民福祉局中部振興課
電話：0858-23-3177

○西部総合事務所窓口
〒683-0054
米子市糀町１丁目160
県民福祉局西部振興課
電話：0859-31-9694

電子メール：minkanteian@pref.tottori.lg.jpお問合せ・提案先

「民間提案事業サポートデスク」のご案内

県と連携して行う地域活性化や
県の課題解決につながる提案を広く募集します！！

民間事業者等

＜民間提案事業サポートデスクの流れ＞

提案内容を自ら企画・実施することが可能な民間事業者等(企業・NPO・大学等)

とっとり電子申請サービス、電子メール、郵送、来所、電話、ファクシミリ

庁内担当部署民間提案事業
サポートデスク

①協働連携に関する提案・相談 ③提案・相談内容に
関する調整・検討

提案の方法は？

１ 民間提案型
政策分野を問わず、県と連携して行う地域活性化や県の課題解決に繋がる提案を募集します

（提案例）効率的・効果的な行政サービスの実施、実証実験の提案、様々な分野で継続的に協力する連携協定 等

提案・相談できる内容は？

民間提案事業サポートデスクとは？

民間事業者等の皆様からの官民連携に関する提案や相談を受け付けるワンストップ窓口として、
県庁内の適切な部署への橋渡しや調整、必要に応じてアドバイス等を行い、事業化に向けた支援
を行います。

提案・相談することができる民間事業者等とは？

②提案・相談に係る助言等

２ 県課題提示型
県が提示する行政課題（テーマ）に対し、民間事業者の皆様から提案を募集します
募集中の行政テーマ 詳しくはこちら＞＞

★「歩いて楽しい（ウォーカブル）なまちづくり」「地域の景観を切り口にしたまちづくり」

「空き家・空き店舗のリノベーションを切り口にしたまちづくり」に関する県の支援への提案

★東郷湖羽合臨海公園におけるパークPFI等民間活力の導入について

★ひきこもり・ヤングケアラーなど孤独・孤立対策への事業提案

★鳥取砂丘月面化プロジェクト（月面実証フィールドを活用した実証）

★県有未利用財産の利活用の促進（利活用促進の取組、購入や借入による利活用等）

HPはコチラ



「サポートデスク」を活用した協働連携事例

★ メルカリShopsを活用した実習品販売
鳥取県×（株）メルカリ・（株）ソウゾウ

お気軽にお問い合わせ
ください。
皆様からのご提案をお
待ちしております！

＜提案・相談内容＞
自社のツール・ノウハウである「メルカリShops PBLプログラム」等を活用して

人材育成・教育の推進等他分野で県と連携したい。
＜実現内容＞

境港総合技術高等学校３年生が同校の実習で生産・加工したサバ缶詰、新巻鮭
などをメルカリ上のネットショップ「メルカリShops」で販売実習を実施。

生徒たちは、企業のもつノウハウやメルカリ社員の指導・助言を
受けながら、商品への付加価値や売上の工夫について主体的に考え、
課題解決に向け自ら解決する能力を習得する学習を行いました。

＜提案・相談内容＞
みなとさかい交流館２階展示ホールを有効活用し地域の賑わい創出を図りたい。

＜実現内容＞
水木しげるロードと一体となった賑わい創出を図る取組を公募し利活用事業者

として選定された（株）妖怪企画が、自社のノウハウを活かしたお化け屋敷や
迷路、スタンプラリー、宝探し等の要素を備える施設「鬼太郎妖怪倉庫－第三章－」を新たに
オープンしました。みなとさかい交流館周辺の賑わいにつながっています。

＜提案・相談内容＞
鳥取県と連携して、手洗い講座、スキンケアメイク講座等順次実施していきたい。

＜実現内容＞
講師をお招きし、「倉吉農業女子サロン」や「60歳からの身だしなみメイクセミナー」を開催。

女性農業者の紫外線対策やシルバー世代のメイクポイントについて、ノウハウを活かした
セミナーを実施しました。

★みなとさかい交流館展示ホールの有効活用
鳥取県×（株）妖怪企画

★ 清潔・美・健康分野における地域課題の解決
鳥取県×花王グループカスタマーマーケティング（株）

★ きこえない・きこえにくい人との意思疎通の円滑化
鳥取県×（株）ジャパンディスプレイ

＜提案・相談内容＞
音声を文字変換しディスプレイに表示する透明ディスプレイを使用し、きこえない・きこえにく

い人との意思疎通を容易にさせる実証実験を県の施設で行いたい。
＜実現内容＞

県庁舎総合受付や聴覚障がい者センター等で実証実験を実施。普段筆談等でやりとりしている人
にとって、透明ディスプレイの会話は時間の短縮になりよかった等の肯定的な声が寄せられ効果が
認められたため、補正予算により事業化。県内公共施設を中心に20台導入しました。

★ 企業との包括連携協定の締結

＜実現内容＞
企業と包括連携協定を締結し、地域の安心安全、高齢者・

障がい者支援、女性活躍、結婚・子育て、教育支援、健康増進、
スポーツ振興、観光・産業振興、環境保全等の各分野で
地域活性化や行政サービスの向上に向けた取組を推進しています。
（締結企業数：27社（R6年5月現在））


